
 (1)　申請件数及び審査件数〔年間〕

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

22,621件 29,430件 29,663件 28,276件 28,283件

6,667件 7,020件 7,460件 7,862件 8,157件

(5.3％) (6.3％) (5.4％) (3.8％)

5,593件 5,411件 5,733件 6,250件 6,519件

(▲ 3.3％) (6.0％) (9.0％) (4.3％)

10,361件 16,999件 16,470件 14,164件 13,607件

(64.1％) (▲ 3.1％) (▲ 14.0％) (▲ 3.9％)

19,283件 25,408件 26,244件 27,350件 27,116件

 (2)　要支援・要介護認定者及び事業対象者数〔各年度末現在〕

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

32,386人 32,489人 32,796人 33,656人 34,282人

8,057人 8,387人 8,442人 8,938人 9,159人

(24.9％) (25.8％) (25.7％) (26.6％) (26.7％)

5,362人 5,221人 5,445人 5,588人 5,643人

(16.6％) (16.1％) (16.6％) (16.6％) (16.5％)

6,357人 6,515人 6,257人 6,234人 6,400人

(19.6％) (20.1％) (19.1％) (18.5％) (18.7％)

3,990人 3,800人 3,938人 4,025人 4,158人

(12.3％) (11.7％) (12.0％) (12.0％) (12.1％)

3,128人 3,070人 3,175人 3,185人 3,230人

(9.7％) (9.4％) (9.7％) (9.5％) (9.4％)

3,322人 3,335人 3,371人 3,423人 3,505人

(10.3％) (10.3％) (10.3％) (10.2％) (10.2％)

2,170人 2,161人 2,168人 2,263人 2,187人

(6.6％) (6.6％) (6.6％) (6.6％) (6.4％)

279人 285人 269人 264人 198人

※　事業対象者とは、65歳以上の人で基本チェックリストに該当した人をいう。

　（平成29年４月から開始）

 ▶　被保険者数の増加と共に認定者数も全体的に増加している。要支援者の割合が
　増加傾向にある。

 ３　要支援・要介護認定

 ▶　令和３年度及び令和４年度に更新の有効期間を延長したことにより、令和４年度
　以降の更新申請件数が減少し、区分変更申請件数が増加している。
 ▶　新型コロナウイルス感染症の影響により、要介護認定について臨時的な対応(要介
　護認定等の有効期間の合算)を実施したため、令和２年度から令和４年度にかけて、
　申請件数に対する審査件数が大幅に減少している。

申請件数

新規

前年度増減比

区分変更

前年度増減比

更新

前年度増減比

審査件数

構成比

認定者数

要支援１

構成比

要支援２

構成比

要介護１

構成比

要介護２

構成比

要介護３

要介護４

構成比

要介護５

構成比

事業対象者数
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 (3)　認定者数に占める第１号被保険者数及び第２号被保険者数の割合〔令和６年度末現在〕

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

 (4)　要支援・要介護認定率〔令和６年度末現在〕

 ▶ 姫路市

23.4％

10.1％

13.3％

 ▶ 全国平均〔厚生労働省介護保険事業状況報告（暫定）令和７年３月分から算定〕

19.7％

5.7％

14.0％要介護１～５  認定者数 5,015,253人 ／ 被保険者数 35,840,600人

(11.6％)

80人

(12.0％)

要支援１・２  認定者数     14,576人 ／ 被保険者数 143,890人

(10.2％)

2,107人

(6.2％)

要支援１・２  認定者数 2,060,643人 ／ 被保険者数 35,840,600人

認定率

認定率

 認定者数 7,075,896人 ／ 被保険者数 35,840,600人

要介護１～５  認定者数     19,033人 ／ 被保険者数 143,890人

 認定者数　　 33,609人 ／ 被保険者数 143,890人

70人

(10.4％)

78人

3,160人

(9.4％)

3,427人

 ▶　本市の認定率は、全国平均と比べて要支援の認定率は高いが要介護の認定率は低い。
 ▶　本市も全国平均も、認定率は上昇傾向にあることから、介護予防施策や認知症予防支
　援施策等の充実のほか、要支援者が重度化しないよう、適切な支援・ケアマネジメント
　が必要だと考える。

要介護５

要介護４

(100.0％)

116人

(17.2％)

110人

(16.3％)

126人

(18.7％)

93人

(13.8％)

要介護３

4,065人

(12.1％)

認定者数

 ▶　第２号被保険者は、第１号被保険者と比較して、要介護の比率、特に重度要介護の
　比率が高い。

第１号被保険者

（65歳以上）

第２号被保険者

(40歳～64歳)

33,609人 673人

(100.0％)

9,043人

要支援２

要介護１

要介護２

要支援１

(26.9％)

5,533人

(16.5％)

6,274人

(18.7％)
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 (5)　認知症高齢者の日常生活自立度の傾向〔要支援・要介護認定調査票より〕

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

6,631人 3,549人 1,357人 857人 493人 397人 160人 13,444人

構成比 (19.4％) (10.4％) (4.0％) (2.5％) (1.4％) (1.2％) (0.4％) (39.3％)

2,521人 2,080人 5,022人 3,282人 2,718人 3,094人 2,015人 20,732人

構成比 (7.4％) (6.1％) (14.7％) (9.6％) (8.0％) (9.0％) (5.9％) (60.7％)

1,872人 1,563人 1,529人 868人 517人 424人 148人 6,921人

構成比 (5.5％) (4.6％) (4.5％) (2.5％) (1.6％) (1.2％) (0.4％) (20.3％)

646人 511人 3,446人 2,282人 1,771人 1,747人 666人 11,069人

構成比 (1.9％) (1.5％) (10.1％) (6.7％) (5.2％) (5.1％) (1.9％) (32.4％)

 Ⅱa
341人 283人 1,089人 497人 322人 252人 104人 2,888人

構成比 (1.0％) (0.8％) (3.2％) (1.5％) (0.9％) (0.7％) (0.4％) (8.5％)

 Ⅱb
305人 228人 2,357人 1,785人 1,449人 1,495人 562人 8,181人

構成比 (0.9％) (0.7％) (6.9％) (5.2％) (4.3％) (4.4％) (1.5％) (23.9％)

3人 5人 46人 129人 427人 818人 769人 2,197人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.4％) (1.2％) (2.4％) (2.3％) (6.4％)

 Ⅲa
3人 4人 41人 110人 378人 742人 705人 1,983人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.3％) (1.1％) (2.2％) (2.1％) (5.8％)

 Ⅲb
0人 1人 5人 19人 49人 76人 64人 214人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.1％) (0.2％) (0.2％) (0.6％)

0人 1人 1人 1人 3人 103人 430人 539人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.3％) (1.3％) (1.6％)

0人 0人 0人 2人 0人 2人 2人 6人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％)

9,152人 5,629人 6,379人 4,139人 3,211人 3,491人 2,175人 34,176人

構成比 (26.8％) (16.5％) (18.7％) (12.1％) (9.4％) (10.2％) (6.3％) (100.0％)

▸　65歳以上の高齢者に占める認知症を有する高齢者の割合

14.4％

 認知症を有する高齢者

 Ⅰ

 Ⅱ

 Ⅲ

 Ⅳ

 Ｍ

※

※

令和６年度末現在の要支援・要介護認定者に係る審査資料に基づき、集計

姫路市外で要支援・要介護度認定を受けた後に姫路市に転入した被保険者等、姫路市に審査資料の無い認定者に
ついては、集計から除外している。

 計

日中を中心として上記Ⅲの状態
が見られる。

夜間を中心として上記Ⅲの状態
が見られる。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
頻繁に見られ、常に介護を必要
とする。

著しい精神症状や問題行動ある
いは重篤な身体疾患が見られ、
専門医療を必要とする。

 ▶　介護度が重くなると、認知高齢者の日常生活自立度は低下傾向にある。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
多少見られても、誰かが注意し
ていれば自立できる。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
ときどき見られ、介護を必要と
する。

家庭内でも上記Ⅱの状態が見ら
れる。

何らかの認知症を有するが、日
常生活は家庭内及び社会的にほ
ぼ自立している。

家庭外で上記Ⅱの状態が見られ
る。

 自立
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